
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 61 号 2016 年 12 月発行 

☆近鉄名張駅東口を出て、市役所方面へ徒歩 5分 

  

 

名張市男女共同参画推進フォーラム 2016 

イクボスが企業を成長させる 
～中小企業社長のイクボスの取組について～ 

第 1 部 13：30～ 

男女共同参画川柳 表彰式 

1962 年兵庫県神戸市生まれ。徳島文理大学薬学部卒業、三重大学医学

部大学院修了。1996年三重県多気町に本社工場移転、万協製薬株式会社

代表取締役社長に就任。2014年内閣府「子どもと家族・若者応援団」内

閣総理大臣表彰。2015 年 4 月より、「女性の大活躍推進三重県会議」企

画委員会構成団体。2016 年 4 月より、「みえのイクボス同盟」スペシャ

ルサポーターとして活躍中。 

2017年1 月14 日(土) 

講師 万協製薬株式会社 

代表取締役社長 

 松浦 信男 さん 

名張市武道交流館いきいき 

多目的ホール（蔵持町里 2928） 

13：30～16：00 

第 2 部 13：50～ 
基調講演 

第 3 部 14：40～ 
パネルディスカッション 

託児あり 
定員 10 名 

ご希望の方は、2016 年 12 月 27 日(火)

までに下記問合せ先へお申し込みください。 

対応あり 
  ・手話通訳 ・磁気誘導ループ 

男女が働きやすい環境づくり 
～女性の活躍推進～ ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて 

コーディネーター  松浦 信男さん 

パネリスト     増田 義子さん  株式会社ベルウイング常務取締役（地域型保育事業の取組） 

髙木 ひかるさん 名張近鉄ガス株式会社総務部総務･人事チームチーフ 

（くるみん認定事業主の取組）  

亀井 利克      名張市長 

 

【主催】名張市 【後援】三重県・名張商工会議所 

【問い合わせ先】名張市地域環境部 人権・男女共同参画推進室 ☎ 0595-63-7559 

 

 

基調講演 

パネル 

ディスカッション 

入場 

無料 
 



   

「女性活躍推進法」が施行されました。 
 

 2016年 9月 23 日（金）「あらゆる分野における女性の活躍」をテーマにした最大 

級の国際フォーラム『Women in Innovation Summit(WIT)  2016 』が鈴鹿サーキット

で開催されました。 

 地域と女性の力で切り開く未来についてのキーノートセッションやダイバーシティ経営戦

略についてのパネルディスカッション、今話題の「リケジョ」や「農業女子」に代表される

ような最先端科学、技術分野において活躍する女性のセッションが行われ、様々な可能性を

提示し、これからの時代に求められる新しい生き方を具現化していくための重要なキックオ

フイベントとなりました。 

 フォーラム後半では、女性の活躍に繋がる新しい働き方のモデルについてのアワード 

『STAR SHOW』が実施されました。応募 82件の中から、ファイナリストに残った 10名

が、各自 5分の持ち時間の中でスライド 3枚を用いたプレゼンテーションを行い、審査員と

オーディエンスによる投票で、「オーディエンス賞」、「イノベーション賞」、「IBM 賞」、そし           

て「みえモデル賞」が決定されました。 

国際フォーラム『Women in Innovat ion Summit(WIT)2016』 

 
名張市内の会社社長、井上早織さんが提案した「農×福×観 地域資源活用プロジェクト」

が、女性が活躍できる働き方最優秀賞の「みえモデル賞」に選ばれました。 

 井上さん自身が市内で手掛ける農園や古民家、休耕地を使った障害者の就労支援や水栽培

事業などの農福連携の取り組みに、新たに観光の視点を加えた「地域資源を活用した新たな

アグリツーリズム」を提案し好評を得ました。 

「 み え モ デ ル 賞 」 名 張 市  井 上  早 織  さ ん 

子どもができてもずっと職業を続ける方がよいと考える人が増加しています。 

 1992年には、「子どもができたら職

業をやめ、大きくなったら再び職業を

もつ方がよい」と回答する者が 

45.4％と最も多く、次いで「子どもが

できても、ずっと職業を続ける方がよ

い」が 26.3％あったが、2014 年に

は「子どもができても、ずっと職業を

続ける方がよい」と回答する者の割合

が 45.8％、「子どもができたら職業を

やめ、大きくなったら再び職業をもつ

方がよい」が32.4％と、逆転しており、

女性が育児をしながら働くことに対す

る意識に変化が見られます。 内閣府男女共同白書より 



 11 月 12 日～25 日「女性に対する暴力をなくす運動」期間 
  

 名張市では、11 月 14 日（月）、名張高等学校、名張西・青峰高等学校、名張桔梗丘高等

学校において、街頭啓発を行いました。 

 特に「デート DV 防止」啓発に重点を置き、登校中の高校生に「DV をなくす運動期間で

す」等の声かけとともに、啓発物品を配布しました。 

 若いカップルの間に起こる DV を「デート DV」と 

呼びます。「デート DV」は相手への人権侵害であり、 

犯罪です。「DV かな？」と思った時は、ひとりで悩ま 

ないで相談してください。 

 

 

     名張市要保護児童対策及び DV 対策地域協議会「平成 28年度 DV 防止研 

修会」を、11月２５日（金）名張市武道交流館いきいきで、開催しました。 

 講師に全国婦人相談員連絡協議会常任委員 池田美智子さんをお招きして講演をしていただ

きました。 

 

 

 1993 年ウィーン世界人権会議で歴史上初めての 

「女性への暴力廃絶宣言」をされ、同年、これを受け 

て国連総会で『女性への暴力の廃絶に向けた決議』が 

採択されました。日本国内でも 2001年に「DV 防 

止法」が制定されましたが、内閣府男女共同参画局調 

査（3年に 1回）によると、女性の 3人に 1人はなん 

らかの被害を経験したことがあり、女性の 20人に 1 

人は生命の危機を感じるはどの暴力を経験しており、女性の 10人に 1 人が繰り返し被害を受

けているということが報告されています。DV 防止法が出来てから、身体的暴力より精神的な

DV が多くなってきていますが、周囲からは良い人と思われていることが多いので、当事者は

SOS を出しにくいのが現状です。 

 子どもに、配偶者に対する DV を目撃させることは児童虐待にあたります。（児童虐待防止法

2004 年改正）相談員を 23 年されている池田さんが担当された 7ヶ月～８ヶ月位の女児が保

護された時、自分が泣くと母親が父親から暴力を受けていたため、身動きもしない女児が泣き

そうになるとおしゃぶりを口に入れ、自分で泣かないようにする姿を見てとても驚かれたそう

です。また、DV 被害を受けた人の子育てを放置してはいけません。被害者が加害者になること

が多いからです。 

市町村は被害者に最も身近な行政であるべきです。被害を最小限度におさえるために、相 

談員として「歩みよりの一歩はわたしたちから、相談者が話を出来るようにしていく事が 

大切である」と池田さんは話されました。 

 

「ただの夫婦喧嘩じゃない？」「いいえそれは暴力です」 
～いままでの「常識」から自由になるために～ 

 



 

 

 

 

 

 

女性のための相談 
毎月 第１・第３・第５ 木・金・土曜日 

午後２時～７時 
電話相談可 

予約優先 第２・第４ 水・木・金曜日 

女性弁護士による 

法律相談 
毎月 第１ 金曜日 

午前１０時～正午 要予約 

面談 午後１時～３時 

男性のための相談 毎月 第２ 木曜日 午後７時～９時 
電話相談可 

予約優先 

メンタルヘルス相談 

（男女共） 

毎月 第３ 木曜日 午前１０時～正午 要予約 

面談     第４ 火曜日 午後１時～４時 

 

名張市男女共同参画センター相談窓口 

ご意見・ご感想をお聞かせください。 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

女性弁護士

による法律相談

10：00～12：00

13：00～15：00

女性のための相談 女性のための相談 女性のための相談

14：00～19：00 14：00～19：00 14：00～19：00

8 9 10 11 12 13 14
人権相談 男性のための相談

13：30～16：00 19：00～21：00

女性のための相談 女性のための相談 女性のための相談

14：00～19：00 14：00～19：00 14：00～19：00

15 16 17 18 19 20 21
人権相談 メンタルヘルス相談

13：30～16：00 10：00～12：00

要予約・面談相談

女性のための相談 女性のための相談 女性のための相談

14：00～19：00 14：00～19：00 14：00～19：00

22 23 24 25 26 27 28
メンタルヘルス相談

13：00～1６：00

要予約・面談相談

女性のための相談 女性のための相談 女性のための相談

14：00～19：00 14：00～19：00 14：00～19：00

29 30 31 　●予約　６３－５３３６
　●相談直通電話　６３－５３４７

　☆年末年始休業　12／29～1／3

休休

休 休

休休

休

休 休

休

名張市男女共同参画センター

休

          10/3～11/14に募集しました 

        「男女共同参画川柳」の募集は終了し 

        ました。皆様ご応募ありがとうござい    

        ました。 

 表彰式は、平成 29年 1月 14日（土）に開催予定の 

「名張市男女共同参画推進フォーラム 2016」 

において、行われます。皆様のご参加を 

お待ちしています。 

 

 

名張市男女共同参画センター 
 

三重県名張市希央台 

５番町１９番地 

Nabarie2 階 

名張市市民情報交流センター内 

 

Tel  0595-63-5336 

Fax   0595-63-5326 

e-mail danjo-center@emachi-nabari.jp 

http://www.emachi-nabari.jp/danjo-center/ 

mailto:danjo-center@emachi-nabari.jp
http://www.emachi-nabari.jp/danjo-center/

